
令和元年11月20日(水曜日)    県内経済の動向（普及版）    福岡県（調査統計課）編集・発行 

 
 

  
９月の生産指数は、汎用・生産用機械工業などの上昇に

より２か月ぶりに前月を上回っています。 

 
鉱工業生産指数は、2015年の生産水準を100として、その変化を表しています。  

  
９月の輸出は、一般機械などの減少により５か月連続で前年

を下回りました。高水準で推移していますが、足元では弱い

動きとなっています。 

 

  
９月の百貨店・スーパー販売額は、消費税率引上げ前の

駆け込み需要などから、６か月ぶりに前年を上回りまし

た。 

 

  
９月の有効求人倍率は1.55倍と、２か月ぶりに前月を下回り

ましたが、高水準で推移しています。 

 

 
「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。 

  １．００倍より大きいと、人手不足を表します。 

   
 

○全国の出生数は、2016年に100万人を割り込みました。直近の2019年の1－8月で前年同期比5.9％減となっており、

通年では前年を大きく下回る可能性があります（図表１）。 

○一方で出生数の先行指標といわれる婚姻数をみると、本年5月の改元時に届出数が大きく上昇しており、前後の婚姻数が減

少しています（図表２）。出生数の減少の背景に令和婚があるとの見方もあり、出生数の落ち込みが一時的なものなのか注

目が集まっています。 
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1.55

生産 振れを伴いつつも、高水準で推移 輸出、輸入ともに、高水準で推移しているもの

の、足元で弱い動き 
貿易 

緩やかに増加しているものの、消費税率引上

げの影響もみられる 
消費 雇用 着実に改善が進んでいる 

     ふくおかの経済 令和元年１１月号 

今月のトピック 令和婚で出生数が急減？ 

図表１ 図表２ 
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出生数の年次推移（全国）

データ出所）厚生労働省「人口動態統計」

（人）

2016年に100万人割れ、2019年の1-8月で前年同期比
5.9%減となり、通年で90万人を下回る可能性も 
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データ出所）厚生労働省「人口動態統計速報」

改元となった５月に婚姻
の届け出が集中 


